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主催：福井大学救急総合診療部 

共催：NPO法人周生期医療支援機構 

全国消防本部に対するアンケート調査で、2010年の1年間には734件の病院前分娩事例

が存在した。また、妊婦にとって産科的疾患を除けば死亡原因の第1位は外傷である
が、わが国においては妊婦の交通事故についての包括的な調査結果がなく、交通事

故による妊婦・胎児の正確な年間負傷者数は不明である。2011産婦人科診療ガイド
ラインによると年間約１万人の妊婦が交通事故に遭遇し、20人前後の妊婦が死亡し
ているものと推定されている 

日常的に周産期領域に携わる医療従事者に対するAdvance Life Support in Obstetrics 

(ALSO)プロバイダーコース※1に対し、ここ数年、主に病院前産科救急を想定して、ALSO 

の前段階の産科救急基礎コースとも言えるトレーニングコースが、世界中で実験的におこ

なわれるようになった。 

「産科救急に遭遇する可能性があるプロバイダー全てが標準化されたコースを学び、

救急救命士から救急部スタッフ、産科医へと連携をとることで妊産婦死亡・後遺症を

減らすことができるのではないか」という観点に立ち、周産期のより切迫した内容へ

対応するために基本的なトレーニングコースとして作成されたのがBasic Life Support 
in Obstetrics（BLSO）プロバイダーコースである。	 
日本におけるコースの内容は、妊婦の評価・分娩介助・新生児蘇生・救急車内分娩・

産後大出血であり、BLSOコースを受講し、試験に合格した場合、参加者はAAFPと

ALSO-Japanが認定する5年間有効な認証を受ける事ができる。 

 

※ 1：ALSO プロバイダーコース： 

ALSO は、1991 年にアメリカの一般診療医師が考案したマネキンを用いたシミュレーション教育で
あり、1993年にコース権利は American Academy of Family Physicians（AAFP−米国家庭医療学会）に
よって認可され、現在全米ではほとんどの分娩施設において、分娩に関わる医療プロバイダーが

ALSOの受講を義務づけられている。また、ALSOコースは世界的に普及活動が行われており、2012
年現在 59 ヵ国以上でプロバイダーコースが開催され、10 万人以上が受講を完了している。日本に
おいては 2008年に金沢大学周生期医療専門医養成支援プログラムグループが、米国家庭医療学会か
ら ALSOセミナー運営権を獲得し、全国展開を行っている。2008年 11月から 2012年 5月までに 1147
名の受講者がおり、産婦人科医師のみならず救急医やプライマリケア医、助産師・看護師、そして

救急救命士等が受講してきた。 

開催日時：H24 年６月９日（土） 開催場所：福井県立病院 

受講者：福井大学救急総合診療部・福井県立病院 ER 関係者 

受講費用：15,000 円 

 



 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テキスト：教育提供サイトからダウンロード 
受付時提出物：プレテスト（回答後） 
購入推薦図書：日本版救急蘇生ガイドライン 2010 に基づく新生児蘇生法
テキスト	 田村	 正徳（監修）	 メジカルビュー社 


